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開口部の構造 
 

●フラット型、セミフラット型（標準歩道高さ５㎝） 
 
 平 面 図                       ※破線部はセミフラット型における切下げブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ－Ａ'断面図【縦断図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ－Ｂ'断面図【横断図】 
 （フラット型）               （セミフラット型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●出入口側溝構造図（単位：mm）      ●出入口地先境界構造図（単位：mm） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

開 口 部 の 幅 
4.2ｍ以下または 8.0ｍ以下 

開口部の幅＋1.2ｍ 

 すりつけ用ブロック 
（歩車道境界ブロック） 

車道部 1%以下（2%） 

歩道部 

5cm 

※沿道状況で、すりつけブロックに 

 端末用（R形状）ブロック使用可 

※透水性舗装を適用しない箇所や、 

 曲線部等特別な理由がある場合は、 

 （ ）内以下の勾配で可能 

反射鋲設置 

【両側】 

反射鋲設置 

【両側】 

Ｂ’ 

Ｂ 

車両乗入れ部用側溝等または地先境界 

地先境界または側溝 

開口部の幅＋1.2ｍ 

開口部の幅 
4.2ｍ以下または 8.0ｍ以下 

Ａ’ Ａ 

歩車道境界ブロック 

乗入れ部の組成とする区域 

側溝蓋(390×100×600) 

長尺Ｕ字溝（300×300,L=4000） 

地形(再生切込砕石)厚10
㎝ 

横断用・二次製品 

地先境界ブロック(150×150×150×600) 官民境界 

歩道舗装 

官地 民地 

（既設と同じ形状・寸法とする） 

コンクリート(σ28-160kg/㎠,スランプ8㎝,最大粒形25mm） 

※地先境界ブロックの 
 高さが12㎝の場合は 
 生コンクリートの厚さを 
 18㎝とする 
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※蓋厚100・壁厚150に 
 満たない製品を使用 
 する場合は、当該製 
 品が車両重量に耐え 
 る証明書類を添付 

側溝 

車道部 
1%以下（2%） 

歩道部 

2cm 
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乗入ブロック すりつけ用ブロック 

開口部の幅＋1.2ｍ 

開口部の幅（切下げ幅） 

4.2ｍ以下または 8.0ｍ以下 

●マウントアップ型 
 平  面  図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ－Ａ'断面図【縦断図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ－Ｂ'断面図【横断図】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ボックスカルバート構造図（プレキャスト：設計自動車荷重 T-25対応、単位：mm） 
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車両乗入れ部用側溝等または地先境界 

Ａ Ａ’ 

すりつけ用ブロック 

乗入れブロック 

すりつけ用ブロック 

歩車道境界ブロック（標準） 歩車道境界ブロック（標準） 

開口部の幅＋1.2ｍ 

開口部の幅（切下げ幅） 

4.2ｍ以下または 8.0ｍ以下 

乗入れ部の組成とする区域 

Ｂ 

Ｂ’ 

※すりつけ横断勾配は 

 乗入れブロックを用いない場合は 

 15％以下とする 

※「道路の移動等円滑化整備ガイド 

 ライン」による特殊縁石は、 

 自転車の転倒事例が多いことから、 

 設置は十分な検討が必要 

（単位：mm） 

可能な限り広く確保 

1.0%以下(2%以下) 
10.0%以下 民 地 

車 道 

歩 道 部 

T-25 対応 
細目幅(10 以下)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型蓋 
ﾎﾞﾙﾄ締め、泥だめ 150 以上 

集水桝 

 

50 

以上 
50 

以上 

※直接基礎の場合 

集水桝 ボックスカルバート 

密粒度アスファルト舗装 50以上 

ボックスカルバート集水桝 

基礎部分 

基礎部分 基礎部分 

既 存 

側溝等 

既 存 

側溝等 

反射鋲設置 

【両側】 

反射鋲設置 

【両側】 

基礎コンクリート 150～250 

 再生切込砕石(RC40) 150～250 

 


